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環境

第三者保証報告書
「環境報告書2015」に開示しているCO2情報等について、情報の信頼性を向上させるため、株式会社トーマツ審査評価機構による保証を
受けています。
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第三者意見

全体として非常にわかりやすく、完成度の高い報告書になっています。専門

用語を使わず読みやすい表現というだけでなく、何を伝えたいかがわかるよ

う、構成・レイアウトも工夫されています。ネガティブ情報もリスクとしてきちん

と伝えようとする姿勢にも好感と信頼感を持ちます。取り組み内容も、再生可

能エネルギー（以下、再生エネ）の導入実績・目標や「住宅の居住・使用段階の

CO2ゼロ」目標など、もっとアピールしたらよいと思うほど秀でています。

さらなる進化を期待し、3点コメントします。
まず、環境先進企業として、より大きな枠組みで考え、報告して下さい。地球

の現状や世界の動向をしっかり認識し、国内だけではなくグローバルに、また、

住宅というライフサイクルの長い商品を扱っていることを鑑みても、2020年と
いう短中期だけではなく、2050～2100年という長期的な時間軸で、めざすべ
き方向や到達点を考え、伝えてほしいと思います。

また、「今はできていない・やっていないが、今後取り組もうと考えているこ

と」の報告から、企業の“未来への意思”が伝わります。同時に、潜在的なリス

クや問題の認識も重要です。例えば、太陽光パネルのリスク（紛争鉱物※は？

リユース・リサイクル体制は？など）の認識と対応は、投資家を含むさまざま

なステークホルダーが知るべき点の1つです。
最後に、環境面に軸足を置きつつも、社会性の側面への広がりを期待します。

「再生エネ」「地域とのつながり」などの強みを有する企業として、現在の社会

課題をどのように認識し、役立とうとしているのでしょうか。人々の幸福や社会の

レジリエンス（しなやかな強さ）にどのように資することができるのでしょうか。

毎年の報告書をきちんとPDCAに組み込むことで、環境経営の質を着実に高
めてきた先進企業として、今後のさらなる展開・進化を大いに期待しています。

※スズや金など紛争地域で産出された鉱物。これらを購入することで武装勢力の資金源につながる
ことが危惧される。

当社グループの環境活動ならびに本レポートに対して貴重なご意見をいただき、心

より御礼申し上げます。枝廣様との意見交換会は、私たちの環境経営のPDCAにおけ
る重要なステップであり、いただいた意見書は1年間の通信簿と受け止めています。
今年度は、グループ一丸となって取り組む「エンドレス グリーン プログラム 2015」の
進捗に加え、最重要テーマである「エネルギー“ゼロ”の住宅・建築・街づくり」や「再生

可能エネルギーによる発電事業」の成果に対し、特に大きな評価をいただきました。

一方で、50年先を見据えた長期ビジョンへの期待や、社会面での課題解決に向け
た認識や取り組みの必要性についてご指摘いただきました。まさにこの点は、統合報

告が求められる動きとも軌を一にし、投資家をはじめ、さまざまなステークホルダーか

らも期待されているところと認識しています。

今年は創業60周年であるとともに、2011年に策定した「環境中長期ビジョン

2020」の中間年という節目の年です。これを機に、これまでの取り組みを大きな視点
から総括し、社内での議論にとどまらず、社会との対話を通じて環境経営の次なるス

テージに向けた戦略ストーリーの再構築に挑戦してまいります。

東京都市大学環境学部教授
幸せ経済社会研究所所長

枝廣 淳子（えだひろ じゅんこ）様

環境部 部長

小山 勝弘

環境ジャーナリスト・翻訳家として、「伝えるこ
と」で変化を促し、「つながり」と「対話」によ
る幸せで持続可能な未来の共創とレジリエ
ンスの向上をめざす。

第三者意見を受けて
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本レポートについてのお問い合わせ先
大和ハウス工業株式会社
環境部　TEL 06-6342-1346
CSR部　TEL 06-6342-1435

大和ハウスグループの経営のシンボルである「エンドレスハート」は、日本およびその他の国における登録商標または商標です。
© Copyright 2015 DAIWA HOUSE INDUSTRY CO., LTD. All rights reserved.

エネルギー“ゼロ”の住宅・建築・街づくりで、
低炭素社会へ。
大和ハウス工業は、Fun to Shareに賛同しています。
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